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11緒

　最近、乳児死亡率の著しい低下と平行して、罹患する

疾病も軽症のものが多くなり、 乳児の栄養状態の向上と

早期発見、1早期治療が以前よりもよく行われつつあるた

めに・小児保健の分野は小児の質的向上のための保健指

導が霞視されるに至った。

　小児の保健指導面で重要なポイ歌トは、小児の要求を

満たしつつ、しかも小児の個人差を尊重して、秋極的育

児を行う ことの徹底にある。

口

　しがし保健指導の効果があらわれるためには、指導が

実行されるか否かにかかっでいるといえよう。

　我々は小児の積極的育児を障害する原因調査として、

過保護をとりあげたが、冬の期間における乳児の日常の

世話の面で、日光浴、 外気浴v入浴、食事などの1E要な

日課の実施状況と、それを妨げる因子を分析するため粥

本調査を行った。

n　調査方法

対象は昭穂5痢戸から3月末鋒の期彫6朔か
ら 9か月の月齢晦る乳警ついて）』鵬病騰購導

部に来部した母親にアソケート朗紙虐渡し調，査 を行っ

た。質問用紙獄乳児が生れてから6か月までの環魔・ 母

親の育児態度、育て方について記入を求めた。

皿　研究結果

○対象児158例

（内訳）①｛毅群の者 l瓢：糊

　　　②｛
　　　　両親と同居している者　59例（37．4％）

　　　　　　　　　　　　いわゆる核家族の者　　99例（62，6％）

　A 生れてから6か月までの環境（第1表）

　1． 主な保育者は、（表1r④）そのほとんどが母親で

あり90％以上を占めており、祖母という例が5例（3．1

％）、毎と祖母が保育者という例が7例（4，4％）みられる。

　　第1表　生まれてから与か月までの環境

1一④　主な保育者は

1一◎、主な保育者は①

1第仔 第2～3子1 計
　　　母　　　80（90」）

祖　　　　母　2（2、2）
イ自　　。　・叔 　母　 　O

手　　伝　 い　　O　
母と祖母　5（5．5）
母、祖母、叔母　 1（L1）

不　　 　　　明　　1

62（91．3）143（90，6）

3（4．4）　5（3．1）

0　　　　　0

0　　　　　0
2（2．9）　 7（4，4）

0　　　　1（O．7）

L　　　　　　2

計． 90 68 里58

1 母 143（90，6）

2 祖　　　　　　母 5（3．1）

3 伯　・　叔　．母
0

4 手　　伝　　い
0

5 母　と　祖　母 7（4．4）

6 母、祖母、伯叔母 1（0，7）

7 不　　　　　朋 2

②

1畷と綱灘族 計

　　　母
祖　　　　　母
伯・・　叔　　母
手 　伝　　い
母　と　祖～母
母、祖母、叔母
不　　　　　・明

計
158 計

46（78．O）

3（5．9）
O
o
7（U．8）
1（0．9）
’2（3．4）

59

97（98，0）

2（2．0）
0
0　
O
O
O

143（90．6）

5（3．11）

O
O
7（4．4）
　し（o，7）
2

99 L58
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1－0日当　り

　　　良、

　　　　　　良

　の　中　間
　　　　　　明

川（70．4〉

19（12，0）

7（17．1）

1（O．5）

計 158

1一㊤庭の有無
　　　　　　有

　　　　　無

　　　　　　明

85（53．7）

7（42．4）

（3．9）

計 158

庭が無いが近くに公園がある

庭もなく公園もない

54（80．6）

13（L9．4）

計 1 67

1一㊨住宅環境
1
2
3

静　　　　　か

騒　　し　　い

不　　　　　明

計

Ug（75．5）

37（2314）

2（1．1）

158

1一㊦家　　屋

艮 一戸建自宅 77（48．7）

2 間　　借　　り 23（監4．5）

3 ア　　バ　　ー　　ト 56（3514）
4 ．社 　　　　宅 2（1．4）
5 不　　　　　　明 0

計 旦58

1一㊦　公園や児童遊園

環擁がある家庭が多い。

　4、 住宅環塊としてその大半（75．5％）が静かと答え

ている。

　5．家屋は一戸建自宅が77例（48．7％）と約半分が持

家であるo間借り23例（14，5％）アパート56例（35、4％〉

社宅2例（1，4％）（この社宅はアバート式なのでアバ伊

トの中にふくませるとアパートは36，8％になる）

　6．公園や児童遊園について｛近くにあると答えたも

の123例（77，9％）ないと答えたもの30例（工9，0％）（表

1一㊦）。

　以上から見ると保健指導部に来部している対象児は比

較的恵れた環塊にある階層の子が多いと言える。

・B　子供の体について（第2表）

　1．子供の体について困ったことがありますかとい うr

質問に対して、全く健魔という例が38例（24，0％）で㌧

第1子の楊合23例（25．6％）でほとんど差がみられながr

った。又病気のある揚合、その症状について「どても心・

配で眠れなかった」もの14例（8．9％）、「たいして気にな

らない」もの69例（43，7％）でそのほとんどがあまり気

にしていない様である。（2一㊤）

病気のある揚合その内容は（第3表）の如くであり、』湿

疹が一番多く29，1％も いびつ174％、かぜひぎ捻．3％、

下痢11．4％、便秘工0．1％、等が訴えの多いものとしてみ

られた。

第2表　乳児の体について困ったことがありますか。

2‘④健・否

近　く　にある1

　　　　　い
　　 の　　他

　　　　　　明

123（77．9）

0（亘9．0）

（1．3）

（L．9）

計 里58

全　く　健　康

　る　場　合
　　　　　　明

38（24，0）

15（72．8）

（3．2）

計 158

2一◎　健・否　①第1子、他別

第1子【第2－3子　計

全く健康　23（25．6）15（22．L）、38（24．O）
病気のある場合　　65（72，3）　50（73．9）　n5（72．8）

不明2（2．1）3（4．0） 5（3．2）

計 90 68　1L58

2，　日当りに1？いては、（表1一◎）良いと答えてい

るものが111例（70．4％）中間というもの27例（17．1％）

1澱ま90％近くのもの参日当、りは良いと考えられる。

3乙庭の有無については、有一りが85例53．7％と半分の

者に庭のある家庭がみられ、庭のない揚合も、近くに公

園等がある（80．6％）（表1一㊤）という、それに変る

2－0　「それは現在も続いていますか」

は　　　　　　　い

　　い　　え
　　　　　　明

76（48．1）

0（14．5）

9（37，4）

計 158
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2一㊤　その症状について

1 とても心配で眠れない 塵4（8，9）

2 たいして気にならない 69（43．7）

3 そ　　の　　他 15（9．5）

4　’ 不　　　　　　明 60（37．9）

第4表育て方について家庭内でのお互いの話し合い

計 L58

2一㊨同上①

第皇子 第2～3副計

主人　と　の　問
1

1
2

3

4

5

とても心配で眠
れない

たいして気にな
らない

そ　　の　　他

不．　　　明

・計

9（夏O．0）

41（45，6）

11（L2，2）

29（32．2）

とてもうまくいく

普　通

うまくレ、かなレ、

全くうまくレ、カ・なレ、

不　明

計

68（43．Q）

84（53．O）

L（O．2）

0

5（3．8〉

い58

その他の
人との問

90

29（正8．3）

48（32．0）

3（0，2）

0
78（49．5）

5（7．4）

28（41．2）

4（5．9）

31（45．5）

168

L4（8．9）

69（43，7）

15（9，5）

60（37．9）

夏58

い58

第3表　病気の内訳
　乳児の体について困ったことがありますか（158例）

全　く　健慶

1．　しっしん

2．いびつ
3．かぜひき

4．下　痢
5．便秘
6．夜泣き

7．せ　き
8．　あせも

9．赤あざ、太りすぎ

11．　体重増えない、吐乳

L3．　くさめ、食欲不振

皇5．斜　頸

16．　髪が抜ける、頭蓋ろう

18，　ぜんそく

互9，不　明

38人（24，0％）

46例　（29．璽）

27

2夏

18

16

L3

12

1L

10

8
7
6
4

2

5

（17．互）

（13，3）

（u，4）

（10．璽）

（8．2）

（7，6）

（6．9）

（6．3）

（5，6）

（4．4）

（3．8）

（2．5）

（夏．3）

（3．1）

第5表育て方について神経質か一母親の性格

あなたは自分を
　　　　　　　人はあな
御主人は同居人はたのこと

1

2

各

各

各

各

3

4

5

特に神経
質と思う

神経質

普　　通

のんき

不　　明

計

　7
（4．4）

　22
（L3，9）

LO9

（69．0）

　16
（真0．1）

　4
（2』5）

158

　9
（5．7）

　26
（16．4）

LO7

（47．9）

　篁5
（9．5）

　1
（0，5）

158

　4
（2．7）

　9
（5，7）

　46
（29．1）

　7
（4．4）

　92
（58．1）

158

を

　5
（3，3）

　34
（21．6）

　65
（41．0）

　23
（14．5）

　31
（亙9，6）

158

6一④　日光浴、外気浴、入浴を行なっているか

毎日行っている

週　2～3　回

週　　1　　回
2～3週｝こ　真・回

行なわない
不　　　　　明

計

日光浴1外気浴1

82（52．夏）

39（24．7）

L4（8．9）

7（4．7）

6（3．8）

夏0（6，2）

い58

n2（70．9）

3L（19．6）

　6（3，8）

2（i．3）

　0

　7（4，4）

卜58

入　浴

104（65，8）

49（3i．0）

　0

　0

　0

　5（3．2）

い58

　C　育て方について

　1，家庭内でのお互いの話し合い（第4表）

　ミ主人との間ミは「とてもうまくいく」68例（43％）

「普通j84例（53．9％）「うまくいかない」1例（0，2％）

とほとんどがうまくいっているようであり、父親も昔と

違って自ら子供の育児に協力的になってきており、好ま

しい傾向といえよう。又モその他の人との間美（そのほ

とんどが祖父母についてである）においても「とてもう

まくいく」（18．3％）、　「普通」（32．0％）と特に問題のあ

る家庭はないが、祖父母のいる家庭において、母親に育

児がまかされている揚合においても・他方に祖父母の甘

やかし等があれば、しつけの一貫性もくずされることに

なり、母親として仕方がないと黙認してしまっているケ

ースも多いのではないかと思われる。

　2。　育てる側の性格について（第5表）

　母親自身については「特に神経質と思う」7例（4，4

％）「神経質」22例（13．9％）と神経質な母親が18彩近

くおり、他人から見た母親の性格では、　「特に神経質」

3．3％、「神経質」21．6％と四分の一近くの母親に神経

質がみられるようである。
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6一◎　①第1子・他別一上欄②同居家族有無別一下欄

第6果

日光浴（瞬秒た日は必！ず）
　外
第1子

　気
1第2－3子

浴 　入
第1子

浴

第1子 第2－3子 計 第1子 第2－3子 計 第1子 第2－3子 計

行っている
毎　日）

2－3回

1回

2－3遇に
　　1回

なわない

　　明

56

2．2％

718．9％

皇Q．0％

　

2．2％

2．2％

4．4％

　26
38．1％

22

32．4％

　5

　7．4％

　5

　7．4％

14

　5．9％

　6

　8．8％

　82
52．1％

39

24．7％

14

8．9％

』7

4．3％

6　3．8露

　LO
6』2％

　64
71．1％

里7

夏8．9％

3　3，3％

i　1．1％

Q■　5　5．6％

48

0．6弩

420．6％

4．4％

1．5％

22．9％

1121

0．9％

31　r
9．6％

66．8％

12

1．3％

74．4％

　鼻9
65，6％

28

3里．！％

　0

　0

　0

　3

　3．3％

45

5．2％

130．9％

0022．9％

足0窪65．8％

931．O％

005．3．2％

計 第2－3子　 計

計 90
68　　E与8二・　90 68　　　監58

90
68　　i58

日　　光　　浴 外　　気　　浴 入 浴’

爾親と同居1核家族 計

行1っている1　32

（毎日）　54，2％

轡3回、1 脇
適．咽　皇＆2％

2－3週に　　 2

　　1回　 3．4％
行なわない　

3

　　　　5．1％
　　　　　不 明　 8，5％

計

50

50．5％

28

28，2％

．8

8．1％

5
5．1％

3　1
3．Q％

5
5，1％

両親と剛核家族　計両親と同居1核家族　計．

59

82

524％
39

24，7％

夏4

8，9％

ア

4． 3劣

6
3．3％

lo

、6，2％

99　　　
158

41

69．5％

艮3

22，0忽

1
1．7％

更

L．7％

0

3
5．1％

59

71

71．7％

監8

18，2％

5
5．1％

L
l．o％

0

4
4．O％

U2
70，9％

31

ユ9，6％

6
3．8％

2
1．3％

0

7
4，4％

47

79，7％

里Q

L6．9％

O

Q

O

2
3．4％

99　　　158
159

57

57．6％

39

39．4％

Q

O

o

3
3．0％

一11 4
65，8％

49

3畏．0％

o

∫0

、0

5
3．2％

99　　　 里58

6－0　母親の性格別

日　　光　　　浴　　　　外　　　気　　　浴 入　　　　　　浴

質

A　　　　B
に神経　神経質

D　他人が神経質　　A

みる
B　　　　C A　　　　B　　　　q

1，行ってい為
　　（毎　日）、2．週に2～3回

．週にE回

・2～3週に1回、

5．行なわない』

． ”不　明一

　　％3（42，8）

（28．6）

（28．6）

00

　　％皇2（50，0）

（33．5）

L（4．6）

（8．3）

　　　％5（33』4）

5（33．4）

（6．わ

2（13、4）

1（6．7）

1

　　％5（71．6）

（i4．2）

（14．2）

00

　　　％　　　％16（67．0）10（66．4）

（25．0）3（20，0）3（42．4）

　　　1（6．7）0

．O 　　1（6．7）Q

　　　　　O　　　　　O 　　　0

　　　　　0　　　　　0　　　　1

　　％　　　％　　　％4（57．6）16（67．O）止5（夏O．O）

　　　7（29．2）．0

　　　0　　　　　0

　　　　O　　　Ol

　　　　　　　　 O　l

　　　　　　　　Q

計’ 7 24 L5 7 24・　　　　　15　　　　　　　7　　　　　　24　　　　　　艮5』
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7一④　元薫のよい乳児が次の状態の時どうしますか

礁蕊

轡／i

いつも同じて41．7％） 黙鐸昌1惣）融・
　　■　　』　　■

中　　止
15．2％

16．5） 萎垂羅鞭灘灘

（25，9） 羅雛灘繋

（59．6

　　　　　　　　（6．3）

鑛撲・’糀．’羅奪

（20．3） 慧i羅羅署藤iili

　　　　lA

乳堺IB
　　　　しC

人

・

暖虜

（33．5

（56．3

（1．2）

不明（29．2）

（31．7）

（27．2） （29．1）

（51．9

　　　　　　　　　　（3．2）

灘難鞭灘羅灘
（19．0）

（22．8） （24．7）一

いつもζ同じ　（66．5）

多くきせる（1．3）

（37．3 雛灘…難鞭驚灘繋難…ユ・

（47．5）

　　　　ろいつもと同じ （65，2

46、8勿 ……蝋鎌灘購〔・・4〉．

〃％（54，4

　3，　ミ日光浴、外気浴、入浴を毎日行っていますか≒

という質問に対して（表6一④）そのほとんどが毎日行

っているが、日光浴においては行わないもの6例（3，8

％）、2～3週に1回というもの7例（4，7％）と子供を裸

にすることをなかなか励行できないでいる母親もみられ

るようである。 第1子においては第2～3子においてよ

りも励行率は高いようである。核家族、祖父録のいる家

庭との間はほとんどその差がみられない。（表6一◎）

　日光浴において神経質な母親について見ると（表年一

〇）の如く・特に神経質な母親はそのほとんどが日光浴

を励行しており、神経質な母親の方が確突に指導された

ことが実行され得ると考えられよう。

　4，　ミ元気のよい乳児が、くさめ、はなみずも咳の時

にどうしますか鳶という質問に対して（第7表）・くさめ

一113一



日本総合愛育研究所紀要 第6集

7一◎

日 光 浴 外 氣 浴 入 浴
A　　　　　　　C　他人特に神経B神経質が神経質質　　　　　　　という

A B C A B C
1 I　　　　　　l　　　　　　I　　　　　　一 1

　　　L．　いつもと同じ

く　2．時間を短く

さ　　3，中止
　　　4．不　明
め

4（57、2）10（4L7）7（46．6）6（85．8）夏4（58．5）7（46．6）4（57．6）14（58．3）9（59．9）

2（28．6）i1（46．0） 4（26．7）1（L4．2）9（37．5）5（33．4）3（42．4）LO（4夏．7）5（33．4）

1（14．2）3（12，3）4（26．7）0　　0

0　　　　0　　　　0　　　　　　　　　1

2（13．4）0　　0　　L（6．7）

1　　　　0　　　　　　　　0

計 7
124

皇5　・　　7

124
皇5 7

124
L5

　　　L，いつもと同じ
は　　2．　時間を短く
な
　　　3．中　止
み
　　　4．不　明
ず

耳（14．2）

5（71．6）

！（旦4．2）

O

3（12．3）2（13．4）2（28，6）

8（33、4）6（40．O）3（43，0）

13（54．3）7（46．6）1（L4，2）

0　　　　0　　　　1

4（i6．8）3（20，0）5（7皇．6）

L6（67．0）7（46，6）L（L4．2）

3（12．3）5（33，4）1（14．2）

夏　　　　0　　　　0

io（4L，7）夏（6，7）

12（50，0）i2（80，0）

2　（8，3）　2（i3，3）

O　　　　O

計 7
124

皇5 7
124

直5 7
124

15

　　　1．いつもと同じ
　　　2．時間を短く

咳　　3，中止
　　　4．不　明

1（14，2）

3（42．9）

3（42．9）

0

8（33、4）3（20．O）皇（夏4．2）

6（25．0）4（26．7）3（43．0）

9（37．5）8（53．3）2（28．6）

L　　　　O　　　　1

8（33，4）3（20．0）4（57．2）

8（33．4）6（40ら0）乙零（2呂16）

ラ（29，2）6（如．0）1（正4．2）

1　　　　0　　　　0

正互（46・0）～（13・タ）

7（29，2）8（53．2）

4（L6，8）3（2010）

2　　　　2

計 7
124

皇5 フ
124’ 15 7

124
15

第8表冬の暖房のとり方

暖房のと肪1
1

2

3

寒暖計がある

寒暖計がない

不 L明

計

　137
（86，6）

　皇7
（LO．7）

　4
（2．7）

158

暖房　の仕方

皇

2

3

4

部屋を暖める

ペッドを暖める

両方を行なう

不 明

計

　97
（6皇．5）

　0

　56
（35．4）

　　5
（3．k）

158

の場合に、そのほとんどにおいて、いつもと同じ様に行

っているが、はなみずの場合においては、　「時間を短く

する」が多く、日光浴においては「中止」とほぽ同率を

占めており、母親にとって日光浴は突行しにくい項目の

ようである。

　朝夕の咳の場合は、日光浴、外気浴、入浴に「中止」の

例がみられるが、ほとんどがいつもと同じ様に行うか、

時聞を短くして実行しているようである。　（表7一④）

　又特に神繹質な母現では（表7一◎）の如く、はなみ

ずの場合でも中止例は1例と、中止する例は少ないよう

である。

　5，冬の暖房のとり方について（第8表）

　寒さの目安となるものとしての寒暖計の有無について

調べた所、あると答えた者137例（86．6％）と圧倒的に

多く0）家庭に常備されているが、それでも17例（10．7％〉

の者はないと答えている。

　暖房を行う基準としては、寒暖計と他、母親の感じで

あるいは、まわりの者の意見で行っているのが多い様で

ある。

　暖房の仕方として部屋を暖める97例（61．5％）ベット

のみ暖房する0例，両方を行う56例（35．4％）で、その

方法は部屋の揚合はガス、石油，電気ストーブが多く、

少数例に、セントラルヒィーティソグがあり、ペットの

暖房方法は湯タンボ、電気アソカがほとんどであった。

電気毛布・シーツはみられなからた◇

　6．機嫌のよい乳児が、下痢、嘔吐、食欲不振の時食

串はどうするかという質問において（第9表）「機嫌が

よけれぱいつもの通りに与える」が過半数で、食欲不振

においては飢％の者が「ほしいだけにしておく』となっ

ているQこれは第1子、祖父母のいる家庭との差もなく

（表9一⊂））、アソケートの対象が、保健指導を受けてい

る者を対象とした調査であったために、下痢、嘔吐だか

らといって極端に食事を中止レたりという解答がみられ

なかったものと思われる。

　7．乳児が、はなみず、くしゃみ、傷、ベットから落

ちたという場合にどうしますかという質問に対しては
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　松　島他＝乳児期における過保護の実態調査　（第1報）

第9表機嫌のよい乳児が次の状態の時、食察はどうしますか

9一④

下痢樽吐 食欲不振

1

2
3
4

お乳や食畜すべて中止する

普段よりへらす
食欲も機嫌もよければいつも
の通り与える
不　　　明

1（6．2）

48（30．Q）

吏04（66，0）

5（3．8）

9（5．7）　1

58（36．7）　2

86（54．5）　3

5（3．1）　4

無理にのませる
時間を短くして少しでも多く
与える
ほしいだけにしておく

不　　　明

1（0．1）

8（5．7）

145（91．7）

4（2，5）
』 1 1 1 一

計
158 158 1 計

1
皇58

9一◎　①　第1子、他別一上欄　　②　同居家族別一下欄

お乳や食礁すべ
て中止する

普段より減らす

いつも通り与え
る

不　　　　開

計

お乳や食寧すべ
て中止する

普段より減らす

いつも通り与え
る

不　　　明

計

下 痢

鋤子1第2－3子1 計

　1
（L，2）

25

（27．5）

63

（70，0）

　ユ
（夏．2）

90

　0

23

（34．9）

41

（60．4）

　4
（4．7）

68

　皇
（O．2）

48

（30．0）

104

（66．0）

　5
（3．8）

正58

下 痢

嘔 咋
第皇子1第2－3子1計

　4
（4．3）

33

（36．7）

51

（56，8）

　2
（2．2）

go

　5
（7．4）

25

（36．8）

35
（5夏．5）

　3
（4．3）

168

　9
（5．7）

58

（36．7）

86

（54，5）

　5
（3．1）

158

嘔 吐

爾r両瀾居1核家族
　1
（2．2）

2正

（35，6）

36

（59．2）

　1
（2，2）

59

　0

27

（27，3）

68

（68，2）

　4
（4．5）

99

　1
（O．2）

48

（30．0）

皇04

（66．0）

　5
（3，8）

158

　3
（5．1）

　16
（27，1）

38

（64，5）

　2
（3．3）

159

　6
（6．7）

42
（42．4）

48

（48．6）

　3
（3，3）

99

計

　9
（5．7）

58

（36，7）

86

（54．5）

　5
（3．1）

夏58

食　　欲　　不　　振

無理にのませる

時間を短くして
少しでも与える

壱ましいだけ邑こし

ている

不　　　　明

計

第1子1第2－3子1計

　0

　6
（6．7）

83

（92．3）

　互
（里．Q）

90

　1
（皇．3）

　2
（2，9）

62
（9し．4）

　3
（4．4）

68

　1
（O．1）

　8
（5．7）

145

（91．7）

　4
（2．5）

正58

食　欲　不　　振

陣同居1核家族

無理にのませる

時問を短くして
少しでも与える

ほしいだけにし
ておく

不　　　明

計

　0

　6
（6，7）

83

（92．3）

　1
（1．o）

1 90

　1
（L．3）

　．2
（2．9）

62

（91．4）

　3
（4，4）

168

計

　1
（o，1）

　8
（5．7）

145

（9！．7）

　4
（2．5）

158

g－o　母の性格別

里．お乳や食蛮すべて中止する

2．普段よりへらす

3，食欲も機拠よければいつ
　も通り与凡る

4．不　　　開

計

下 痢 嘔 吐

A　　　　　　C　他人特に神漉B神経質が神経質

質　　　　　　という

A

O

L（14．2）

6（85．8）

0

0

4（16．8）

19（79，3）

L

0

5（33，3）

10（66．7）

0

0

3（42．9）

4（57．皇）

B

7 24 皇5

1（4．6）

8（33．7）

聖3（54，2）

2

7 24

C

L（6．7）

9（59．9）

5（33．め

O

15

食　欲　不　振

A

0

0

7（10．o）

O

B

O

Q

孝2（9L6）

2

7 24

C

Q

2（13．2〉

1、3（86三8）

0、

15
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10一④
第臓乳児猷鰍騨恥た嚇なたはどうしま勉

すぐ医者に

っれていく

　（3，0）

はなみず 購講塚蝉を一
　　　　（15．2

放っそおく
　　（24．0）

その池
（O．31

0．8

くさめ

朝夕の咳

3。7

機嫌めよ10、時
　　　　　　6．9．
　の下痢
　　　　　　4，4 （5，7）　　（4．7｝

虫にさされた 19，6

　　　　2．3

小さな傷（10，サ1

（畦
（77．4）i一一

1
，6

ベットから

　　落ちた

！1・さなや段ど

　　　　　　　　　　　　（2．5）

麟・黙灘灘鱗難

2，5

（第玲表）・・嫁掌みず・咳・下痢は様子で医者につれて

いくが過半数で、ペットから落ちた、やけどはすぐ医者

につれていく か、療子で医者につれていくがほとんどで

ある。又虫さされ、．小さい笏は家で薬をつけておくが、

64％、77．4％と多くを占めている。　（衷10一④）

　又第1子、第2～3子との関係になると、上記と傾向

は同じであるが、はなみず、くさめ、咳等において∫第

2～3子においては「薬を使う」が多くみられ、第1子

においては「放っておく」が多いという傾向がみられ

た。　（表10一◎）

W　考案並びに結論

　冬季に於玄乳児の1日常の世語の仕方の実態を知るた

めに、愛育病院で生れ、以後謀健指導部に来部している乳

児（ 6～・9か月 児）158 例について昭和45年1月から3

月の間にアンケート用紙を用いて調査した。

　1）　隼れてから6か月までの環境では、

　主な俸育者はそのほとんど参母線であり、日当り良の

者タ0，4％、庭め有る者53．7％、静かな環境と答えた者

75・5％・又近くに公園等のものがある者77．9％と大体の

乳児において恋まれだ珠境にあると考えられよう。

　零　体に？いて玉傘く健康の者24彩、又病気のある者

もその症状に対レてほとんどがあまり気にしていない様1

である。．

　病気の跡えの多かったものは、しっしん、いびつiか

ぜひき、下痢、便秘等で日常母親が一番身遊比窪験ずる

ものぱかりである。』

　2）　 育て方について

　①家庭内の話し合いは・一主人の間とも、他人どの間と

もうまくいっており特に蘭のある家庭はみら繊揚

た。

　②母親の性格については・自分で神経質と 智っている．
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　松島他：乳児期における過保護の実態調査（第1報）

第9表機嫌のよい乳児が次の状態の時・食事はどうしますか

9一④

1
2

3
－4

お乳や食事すべて中止する

普段よりへらす
食欲も機嫌もよければいつも
の通り与える
不　　 明、

計

下痢 嘔吐
1（6．2）　9（5．7）

48（30．0）58（36．7）

104（66．0）86（54．5）

5（3．8）一5（3．1）

153 158

1食欲不振，

1

2
3
4

無理にのませる
時間を短ぐして少しでも多く
与える
ほしいだけにしておく

不　　 明

計

1（o．1）／

8（5．7）i

145（91．7）…

4（2・5）1

1158

9遍①第瑠他別一瑚②．同居家翻下欄

お乳や食事すべ
て中止する

普段より減らす

いつも通り与え
る

不　　　明

計

下 痢

第1子1第2－3子

　1
（1．2）

25
（27．5）

63
（70．o）

　1
（1．2）

90

　0

23
（34．9）

41
（60．4）

　　
（4．7）

68

計

　1
（o．2）

48
（30．0）

104
（66．O）

　5
（3。8）

158

嘔 吐

第1子1第2～3子　計

　4
（4．3）

33
（36．7）

51
（56．8）

　2
（2．2）

90

　5て7．4）

　25
（36．8）

　35一（51．5）

　3
（4．3）

68

　9
（5．7）

58
（36．7）

86
（54．5）

　5
（3．1）

158

食　欲　不　振

無理比のませる

時間を短くして
少しでも与える

ほしいだけにし
ている

不　　　明

計

第1子1第2－3子 計

　0

　6
（6。7）

83
（92．3）

　1
（LO）

90

　1
（1．3）

　2
（2．9）

62
（91．4）

　3
（4．4）

68

　1　＝
（o。1）i

　8　’
（5・7）i

ロ　

（91・7）i

　　
（2・5），

158

お乳や食事すべ
て中止する

普段より減らす

いつも通り与え
る

不　　　明

計

下 痢

両親同居

　1
（2．2）

　　

（35．6）

36
（59，2）

　1
（2．2）

59

核家族

　0

27
（27．3）

68
（68．2）

　4
（4．5）

99

計

　1
（o．2）

48
（30．O）

104
（66．O）

　5
（3．8）

158

嘔 吐

両親同居1核家族

　3
（5．1）

16
（27．1）

38
（64．5）

　2
（3．3）

59

　6
（6．7）

　　

（42．4）

48
（48．6）

　3
（3．3）

99

計

　9
（5．7）

58
（36．7）

86
（54．5）

　，5
（3．1）

158

食　欲　不　振

無理にのませる

時間を短くして
少しでも与える

ほしいだけセこし
ておく

不　　　明

計

両親同居1核家族

　0

　6
（6．7）

83
（92．3）

　1
（1．o）

90

計

　1　　　　1
（1．3）　（○。1）／

　、2　　　　8
（2．9）　（5．7）

62　　　・145
（91．4）（91．7）

　3　　　4　1
（4・4）『（2・5）、

68 158

9一◎　母の性格別

1．お乳や食事すべて中‡する

2．普段よりへらす

3．食欲も機婚もよければいつ
　も通り与える

4。不　　明

．計

下 痢

A特に神経
質

0
1（14．2）

6（85．8）

0

7

B神経質

0

4（16．8）

19（79．3）

1

24

C　他人
が神経質
という

0

5（33．3）

10（66．7）

O

15

嘔 吐

A

0

3（42．9）

4（57．1）

7

B

1（4．6）

8（33．7）

i3（54．2）

2　，

24

C

1（6．7）

9（59．9）

5（33．め

0

15

食　欲　不　振

A

0

0
7（10』O）

0

7

B

0

0

～2（91・6）

2

24

C

0

2（13．2）

13（8転8）・

○

15
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第m表　乳児が次り塾聾照なった時あなたはどうしま寅か一

10一④

すぐ医者に

つれてい’

　（3．0）

はなみず
：1 で薬を一

　（15．2）

放っておく
　　（24．0）

その地
（0．3）

．不，

明『

0，8，

くさめi

朝夕の咳

3．7

（24．o）一

機卿よ婚・6．9萎

　の下痢

　　　　　4．4

虫にさされた

ぐ1514）一、『 22．2）・

（5．7） ’（4．7）

2、3

小さな傷

ベットから

　　落ちた

　　　　　　　　z．／』・さなやけ1ど　（’17．1）

（2．51

8．3

川

2．5

！第↓0表）、・嫡タみず、咳、下痢は様子で腹者にっれて

いくが過半数で、ベットから落ちた、やけどほすぐ医者

につれていくか、様子で医者につれていぐがほとんどさ

ある。又虫さされv，小さい侮は家で薬をつけておくが、，

64％、77．、4％と多く、を占めている。（表10←④）－

　又第11子、、第2～3、子との関係になると、上記と傾向，

は同じであるが、・はなみず、くさめ、咳等においてダ第一

『2痴3子においては「薬を使う」が多くみられ、第1子

においては「放っておく」が多いとい弓傾向がみられ

た。て表10一◎）　　　『、　　　　　　『　　．『「1陣　‘

IV　考案並びに結論

　冬季に於て・乳児め目常の世話の仕方の実態を知る，た

めに・愛育病院で生れ、以後保健指導部に来部している乳

児（6～・9か月児）158例について昭和45年1・月からr3

月の間にアンケート用紙を用いて調査したσ『．

・1）生れてから6か月までの環境ではギ．、

　主な曝育者はそのほとんど々ミ母親であり、月巻り良の、

者70・4彩・庭の有る者53・7％・静かな環境乏答えだ者、

75．5％、又近く比公園等のものがある者77．9％と大体の

乳児において恵まれた現境にあると1考えられよぢざ’

　勿　体に？いて・全く健康の者24％、又病気のある者

　もその症状に対レてほ．とんどがあまり気にしていない様
『』

ある。、

　　病気の訴えの多かったものは～しっしん、いびつ㍉か

　ぜひき、下痢、便秘等で日常母親が一番身近に経験する

　．、ものばかりである。　・

・．2ン育て方に？いて

　　①家庭内の話し合いは、’主人の間とも、他人との間と

　もラまく、い？てお堕特に問輝の昂る家庭はみられなが？

　た。

　　②母親の性格については、自分で神経質と．言っている
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松島他：乳児期における過保護ゐ実態調査（第1報）

10一＠①第1子、他別

すぐ医者につれていく

　　　3．3

　　　2．9一、、

．家で薬をつかう その他

・放っておく（40．i）

54！5F

（2。．6）1

　　　　　　　1轟．

嗣1∴騰
（26．7）

1旧

iii一（25．0）

1，1
（盆7，8）’

（19．2）

虫iこ飽レ
ー曝・垂纒灘

0

圃1、1諄

2

1．4

　　　　　　　　　　　z

綴認雛萎…
1．2

5。4

一（5．4〉

2．1

臨麟『㎜
2．9

母親が18％近くおり、他人からみて母親が神経質という

場合が4分の1近くみられる。しかも、母親が特に神経

質の場合は・目光浴等の励行も・他に比較して確実にな

されていることがわかった。

　③外気浴、目光浴、入浴について、そのほとんどが行

われているようであるが、日光浴に関しては、行わない

者3．8％，2～3週に1回という者4．7％と実行されない

例もみられた。

　④くさめ，はなみず、咳をしている乳児に対する母親

の態度はそのほとんどがいつもと同じ様にやるか》時間

’を短ぐして実行しているが1日光浴の場合は中止の例も

多くみられるようであらた。

　⑤機嫌のよい剰児の下痢、嘔吐、『食欲不振の場合、’・多

くの者が、いつもの通りに与えるか、・ほしいだけレごして

おくという解答で、・指導が母親に徹底した例と、言えよ

うぴ　　一　　甲『㍍－．・　一』㌧’ポニー

　⑥乳児がはなみず、くしゃみ、傷、ペヅトから落ちた

虫さされ、F火傷ゐ時にとる態度としては、「はなみずい咳．
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10一◎　②　同居家族別

すぐ医者につれていく（1．8）

はなみず
欄居

　　　曳（B）核家族4．4萎

・さあ｛1

家で薬をつかう　　　　　その他

　　11，8放a諭く膝

1，2

一に

（5．1）’

機嫌がよし、の1こIA

欄をしせいるiB

虻一
　　　　　　lll

，鵬｛籏
（てり．81

1．8

　　　　　　　　誕23．7彰

熱から

小さな禰｛1

（8．4）1

　1（8・1）1

（3．0）

1．0

下痢等母親として判断のつきにくい、ものは様子で医者に　　る。

つれていき，、火傷、落ちた等という場合はすぐ医者へ行

っているようである。傷、卑さされは家で薬を使ってい

るが大半を占めている。

　以上の結果から、、対象乳児は冬季においてもその大半

は・日常の世話が比較的スムーズによく行われている

が、これは定期的に指導を受けている乳児が対象となっ

たためと思われる。

　次年度は、対照をもうけて同様の調査を行う予定であ
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松・島他：乳児期における過保護の実態調査（第1報）

10一◎　母の性格別

1．すぐ医者へつれていく

　　様子によって医者にみ
2．

　　せる

9．　家で薬をつカ、う

4．放っておく

5．　不 明

計

は　な　み　ず

A
特に神経
質

0

　3
（42．9）

　1
（14。2）

　3
（42．9）

　0

7

B神経質

0

　13
（54．2）

　1
（4．6）

　8
（33．5）

　2

24

C　他人
が神経質
という

○

　8
（33．4）

　1
（7．7）

　5
（33．O）

　1

15

く さ　　め

A

O

　3
（42．9）

　0　’

　4
（57．1）

　O

7

B

O

　8
（33．6）

　1
（4．5）

　14
（58．5）

　1

24

C

O

　4
（26．7）

　1
（7．7）

　8
（53．4）

　2

15

咳

A

0

　5
（71．．6）

　1
（14．2）

　1
（14．2）

　O

7

B

　2
（8．3）

　12
（50．O）

　O

　7
（29．2）

　3

24

C

Q

　10
（66．7）

　1
（1．7）

　3
（20．O）

　1

15

1

2

3

4

5

計

下 痢

A

0

　3
（42．9）

　2
（28．5）

　2
（28．6）

　O

7

B

　1
（4．6）

　16
（66．7）

　0

　6
（25．0）

　1

24

C
O・

　10
（66．7）

　0

　4
（26．7）

　1

15

虫さ　さ　れ

A

O

　1
（14．2）

　6
（85．8）

　0

O

7

B

　1
（4。6）

　3
（12．3）

　17
（70．9）

　1
（4．6）

　2

24

C

O

　2
（13．4）

　12
（80．0）

　0

1

15

傷

A

0

O

　7
（100．O）

　O

O

7

B

0

　エ
（4．6）

　21
（87．5）

　O

2

24

C

O

　2
（13．4）

　12
（80．0）

　O

1

15

ベビーベヅド
㌔かちー落ちた

A

　1
（1窪．2）

　15
（71．6）

　0

　1
（14．2）

　O

7

B

　8『
（33．5）

　13
（54．2）

　0

　1

（4．6）

　2

24

C

　4
（26．7）

　9
（37．5）

　0

　1

（7．7）

　1

15

や　け　ど

A

　1
（14．2）

　2
（28．5）

　4
（57．3）

　0

7

B

　F5
（28．4）

　8
（33．5）

　8
（33．5）

　1
（4．6）

　2

24

’C

　3
（20．O）

　3
（20．0）

　8
（53．2）

　O

1

15
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InVeStigatiOn intO Actual StatuS Of OVerprOtectiOn in 

Infancy (RepOrt 1) 

Dept. 3 Tominosuke Matsushima 

Junko Narusawa 

In order to know the acttial status dn how the infants are daily taken care of in winter we 

investigated the status of 158 infahts (of 6-9 months old) ~vho w~re born in Aiiku Hospital and 

then regularly brought to Health ,Guidance Dept. of the same hospital, during the period from Janu-

ary to March, 1970, employing the questionnaire method. 

1) The life-environment of many of the infants during 6 months after their birth was good. 

2) Most infants were taking open air, sun-bath ~nd a hot bath even in winter. 

3) In case of such conditions as sneezing, snivel or slight cough in the morning and ever.ing; 

the greater part of the infants were treated in the same way as usual, or the time of taking open 

air, sun-bath or a hot bath_ was shortened. 

4) We also investigated how mothers treated their infants in case th~ infants had simpl~~ Ioos~~ 

vowel~, poo' appetit~ or slight injury. ' 
The results of our_ inv~stigation show that the daily infants' care was ~~lmost ~moothly taken 

~ven in wint~r. It is con~idered that this w~s because the subj~ct~ 0~ ' the investigation were the 

infants whose mothers regularly received health guidante. 

The same investigation having the control grotip is planned for the next year. 

- 20 :-


